
 令和６年度 鹿児島市小中連携研修（中郡小・鴨池小・鴨池中グループ）のまとめ  

 

１ 主題  

子ども一人一人のよさを生かし、生きるちからをはぐくむ小中連携研修  

 

２ 主題設定の理由  

  

変化の激しい社会をこれから担っていく子どもたちに必要な「生きる力」を育むため、確かな学力・健やかな心と

体の育成が学校教育に求められている。学校教育の現場でも様々な変革が求められる中、同地域に生活する児童・

生徒の健全育成や学力向上、及び児童・生徒に寄り添う教育を目指し、引き続き小中学校間で情報交換をしながら

各校の特性を生かした実践や提言を共有することが有意義であると考え、主題を設定した。  

 

３ 研究の視点  

A 学習指導 基礎・基本の習得を目指し、特性に応じた指導の工夫  

B 生徒指導 情報交換及び組織的な生徒指導の在り方  

C 特別支援教育 支援の必要な児童・生徒に対する手立て  

D 小中の接続 情報交換及び円滑な接続のための手立て  

※ 養護教諭は情報交換後、養護教諭部会を実施。  

 

４ 研究の実際  

 

（１） 研修の流れ  

４月２４日 ３校担当者会（中郡小学校）  

４月２５日～６月１０日 各視点についての課題及び取組についての話合い・資料作成  

６月２１日 小中連携研修会（中郡小学校）  

〇 授業参観  

〇 分科会  

〇 全体会  

 

６月２４日～７月５日 各分科会での決定事項のまとめ・確認、研修会の反省  

７月８日～ 共通実践事項の実践  



（２） 小中連携研修会のまとめ  

 

〇 分科会 

（各校の現状や課題と共通実践

事項） 

現状や課題  共通実践事項  

A学習指導  ・忘れ物が多い。  

・タブレットの持ち帰りは、それぞ

れの学校の実情に合わせて実

施。  

鴨小：週１回  

中郡：長期休み中  

鴨中：学校に来られない生徒

のみ  

・持ち物を宅習帳や連絡帳にメ

モをさせる。週報やPTAで保護

者にも周知する。  

・中学校のテスト期間にノーメデ

ィアデーを設定。または、メディア

コントロールを意識づける機会

に。  

・２分前着席、１分間黙想。  

B生徒指導  ・各校で不登校、長欠、保健室登

校の児童生徒がいる。  

・不登校生徒について、小学校の

兄弟姉妹との連携がとれてきた。  

・廊下歩行について指導中。  

・引継ぎ事項として、保護者と連

絡がつくか、つかない場合はどう

対応するかの項目を設ける。  

・各校の、髪型や携帯の持ち込み

についてのきまりを共有する。  

C特別支援教育  ・工夫して支援部会を行ってい

る。  

・支援が必要な子の差や、同じク

ラスにいる学年の差が大きい。  

・自立活動の工夫が必要。  

・５・６年生の体験入学や合同学

習会の継続。  

・レクリエーションに小学校からの

要望も入れる。  

・小学生のうちから、保護者に進

路についての話をしていく。  

・総合教育センターや県教委の

資料活用。  

D小中の接続  ・３月の引継ぎでメモした情報と、

実際の生徒とが結びついてきた。  

・周りになじめない、物が紛失す

るなど気になることも出ている。  

・子どもたちが安心して進学でき

る手立てを検討、実施。（授業の

乗り入れ等）  

・旧６年担任と中１担任が、気に

なる児童生徒についての情報交

換をする場とする。  

・スズキ校務を使って、６年間の

生徒指導上の情報を積み重ねて

おく。  

・電話での相談を今後も積極的

に行う。  

・入学説明会が、施設参観だけ

でなく授業参観やミニ授業体験

等ができる機会となるようにす

る。  


